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学びに向かう力 

校長  山 下 靖 雄 

  今年度もあと１か月を残すのみとなりました。振り返れば多くの皆様のご支援，ご協力をいただき充

実した教育活動が推進できたことを深く御礼申し上げます。現在、学校関係者評価を経て、次年度の計画

を作成中です。新年度の学校だより並びに保護者会にて詳しい情報をご説明いたします。なお、学校関係

者評価につきましては近日中にホームページ上におきましても公表いたします。 

 さて、去る２月１４日、文部科学省が次期学習指導要領案を公開しました。今回の学習指導要領の改訂

の背景の一端を以下の中央教育審議会の答申内容から読み取ることができます。 

直面する様々な変化を柔軟に受け止め、感性を豊かに働かせながら、どのような未来を創っていくのか、どのように社会や人

生をよりよいものにしていくのかを考え、主体的に学び続けて自ら能力を引き出し、自分なりに試行錯誤したり、多様な他者と

協働したりして、新たな価値を生み出していくために必要な力を身に付け、子供たち一人一人が、予測できない変化に受け身で

対処するのではなく、主体的に向き合って関わり合い、その過程を通して、自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生

の創り手となっていけるようにすることが重要である。（平成２８年１２月 中央教育審議会答申 より抜粋） 

そこで学校には三つの資質・能力（○知識・技能○思考力・判断力・表現力等○学びに向かう力、人間

性等）を「主体的・対話的で深い学び」を通して確実に身に付けさせていくことが求められています。 

これまでも本校では、学び方としての課題解決的な学習を重視した教育課程の実践を積み重ね、主体的

な学び手の育成に努めてきました。これからはより一層、学ぶ価値のあるものとの出会いを大切に設定し、

主体的かつ協働的に学ぶ児童の育成に努めていかねばならないと考えています。先に挙げた三つの資質・

能力は全てが欠かせないものです。とりわけ、学びに向かう力は他の資質・能力を支える源になるのでは

ないでしょうか。「知りたい、やってみたい、できるようになりたい」という「思いや願い」がこの学び

に向かう力の原点にあると私は考えます。人に言われてやることと自分からすすんでやることでは取組状

況に大きな差が出ても不思議ではありません。昔から「好きこそものの上手なれ」といいます。言うまで

もなく、「好きなことは自ら一生懸命に取り組み、上達も早いし、成果を上げられる。」ということです。

私はこの過程を休み時間に再発見しました。ある学年の子供たちが何やら毎日、鉄棒に集まっています。

その様子を観察してみると、みな楽しそうに鉄棒で何度も技に挑戦し、試行錯誤を繰り返しています。な

ぜそこまで鉄棒に夢中なのかを聞いてみると、「鉄棒は楽しい。新しい技ができるようになりたい。」とい

う答えが返ってきました。体育の時間での小さな成功体験がさらなる「思いや願い」につながり、休み時

間の行動につながっていました。さらに観察を続けると、互いにポイントを伝え合ったり、運動の様子を

見合ったり、良い動きをする子の運動の様子をじっくり観察してから挑戦する子もいました。これは正に

思考力・判断力・表現力等を発揮した「対話的な学び」と言われている協働学習の姿です。そして新たな

技を習得するとまたさらに工夫を加えていきます。つまり休み時間の遊びの中にしっかりとした学びのプ

ロセスがあるのです。学びに向かう力を本来学習というのはこのような形で進行すべきものであることを

再認識しました。後日談ですが、鉄棒遊びを楽しんでいた子は「今度鉄棒クラブを作りたい。」と言って

いました。まだまだ学びに向かう力は大きく成長していく予感がします。 

次年度からも我々教職員一同、立ち止まることなく子供たちのこうした学びの姿がたくさん見られる学

校づくりを行い、未来を担う人材の育成の一翼を担っていきたいと思います。 



委員会・クラブ・たてわり班  報 告   

～  リ ーダーとしてがんばったこと  ～  

私は１年間料理クラブのクラブ長をつとめました。

クラブ活動ではみんなに声を掛け、指示を出したり、

みんなで片付けをしたりしました。大変な時もありま

したが、どんな時もみんなが協力をしてくれてとても

助かりました。最初はみんなをうまくリードできるか

ドキドキしましたが、無事に１年間を終えてみるとや

ってみてよかったなと思いました。     

料理クラブ クラブ長 住安 恵 

１年間、たてわり班の班長をしてきました。はじめは班

長をきちんとやっていけるか不安でした。でも、班のみ

んなが協力してくれて、すぐにうちとけることができた

ような気がします。準備が不足していてみんなをふり回

してしまうこともありましたが、遠足、集会などの活動

はとても心に残る思い出となりました。たてわり班はみ

んなが楽しくできる活動なので、次の６年生にもがんば

ってほしいです。       たてわり班 班長 今井 百恵 

ぼくは、保健委員長として１年間みんなをまとめる

ことをがんばってきました。５年生の頃は、仕事をし

ているだけで委員会をよくすることまでは考えていま

せんでした。今年は委員長として、よりよい西葛西小

学校にするにはどんな活動ができるかを、委員会のメ

ンバーと協力して考えました。まだ、すすんで活動で

きているとは言えませんが、５年生のみなさん、これ

から積極的に行動してください。   

保健委員会 委員長 保木 拓真 

今年度始まったたてわり班の班長として、１年間活動

してきました。特に印象的なのは全校遠足です。みんな

の命を預かるので最初は緊張しましたが、班のみんなと

手をつないで歩くのはとても楽しかったです。班長はみ

んなの意見をまとめることが多いのでとても大変です

が、大変だからこそやりがいを感じることができます。

来年のたてわり班の班長さん、がんばってください。   

たてわり班 班長 岡部 有咲 

 集会委員長として、私はたくさんのことを学びまし

た。みんなの意見をまとめることはとても難しいこと

でしたが、集会が成功したときの達成感はとても大き

く、委員長をやっていてよかったなと感じる瞬間でし

た。委員長としての経験を、これからの中学校生活に

生かしていきたいと思います。大きな壁が前にあって

も、わたしは乗り越えていきます。小学校生活で得た

達成感よりも大きなものを得るために、これからも努

力していきたいと思います。 

集会委員会 委員長 藤倉 美咲 

たてわり班の班長になってよかったと思うことがあり

ます。それは、僕たちが企画したゲームなどをしている

とき、班のみんなが思い切り笑い、笑顔になっていると

きです。小さい子の笑顔を見ていると、自分が小さかっ

たとき、６年生にお世話になったことを思い出します。

もう少し、西小に居たい気持ちもありますが、５年生に

バトンを引き継ぎます。次の班長もリーダーとして頑張

って欲しい気持ちでいっぱいです。 

たてわり班 班長 野田 悠生 

４年４組 加藤千香教諭が結婚をし、姓が竹藤に変わります。今後ともよろしくお願いいたします。 
 

日 曜 3月の主な行事予定 日 曜 3 月の主な行事予定 

1 水 安全指導  17 金 
 

2 木 
保護者会（全） 
（低1:50～2:50 中高 3:00～4:00） 

18 土 
 

3 金 感謝の集い 19 日 
 

4 土 
 

20 月 春分の日 

5 日 
 

21 火 卒業式予行 

6 月 委員会活動 ＳＣ 22 水 給食終  

7 火  23 木 第３７回卒業式 

8 水 
 

24 金 平成２８年度修了式 

9 木 クラブ活動 25 土 
 

10 金 避難訓練・集団下校 1/2成人式 26 日 春季休業日始 

11 土  27 月 
 

12 日 
 

28 火 
 

13 月 ＳＣ 29 水 
 

14 火 
 

30 木 
 

15 水 
 

31 金 
 

16 木 
 

ＳＣ…スクールカウンセラー 

※卒業式は、5 年生以外の在校生は出席できません。 


